
検算 照合 課　　長

令和 　会計種別 　競争入札

8

年　度 　一般会計  　随意契約

変更回数

回

　款

土木費

　業務委託金額

道路橋りょう費

　目

　期間　　

　契約締結の日から１００日間

　業務名

中区内街路樹現況調査及び街路樹台帳修正業務（８－１）

　　１　街路樹調査　　　　　　　　　　　一式　

業務場所

中区内一円

　　２　街路樹台帳修正　　　　　　　　　一式　

道路橋りょう総務費

課長補佐

中区維持管理課

業　　務　　設　　計　　書

設計

　設計年月日　所属　項

検算

令和８年６月

施行（ 変更）理由

反映することを目的に実施するものである。

　本業務は、中区内の街路樹の現況を調査し、既存の街路樹台帳の修正を行うことにより、維持管理を円滑に行い、来年度以降の保守管理業務に

　　　　　　　　　　　　　　　　　記



総　括　表

工　種　・　名　称 種　　別 形　状　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　額

直接費 作業準備 業務 1.00 第 1 号明細書

現地調査 ㎞ 23.30 第 2 号明細書

台帳作成（更新） 件 38.00 第 3 号明細書

打合せ協議 業務 1.00 第 4 号明細書

小計

直接調査費計 式 1.00

諸経費 式 1.00

業務価格

消費税相当額 式 1.00

業務費

業務金額 業務名

中区内街路樹現況調査及び街路樹台帳修正業務（８－１）

備　　　　　考



第１号 明細書 作業準備

工　種　・　名　称 種　　別 形　状　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　額

資料整理 業務 1.00

現地踏査 業務 1.00

計

備　　　　　考

１業務当たり



第２号 明細書 現地調査

工　種　・　名　称 種　　別 形　状　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　額

現地調査 ㎞ 1.00

計

1.0km当り

備　　　　　考



第３号 明細書 台帳作成（更新） １件当り

工　種　・　名　称 種　　別 形　状　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　額

データ入力等 100本 1.00

照査 100本 1.00

計 件

備　　　　　考

１件＝樹木１００本



第４号 明細書 打合せ協議

工　種　・　名　称 種　　別 形　状　・　寸　法 単位 数　　量 単　　価 金　　額

打合せ協議 業務 1.00

計

１業務当り

備　　　　　考



中区内街路樹現況調査及び街路樹台帳修正業務（８－１）仕様書 
 

 
１ 適用 

本仕様書は、「中区内街路樹現況調査及び街路樹台帳修正業務（８－１）」（以下「業務」とい

う。）に適用する。 
 
２ 目的 

本業務は、本市が管理する中区内の街路樹の現況を調査し、その結果に基づき既存の街路樹
台帳の修正を行い、来年度以降の保守管理業務に反映するものである。 

 

３ 業務場所 
  中区内一円 
 

４ 業務期間 
契約締結の日から１００日間 

 

５ 業務内容 
 業務は、別紙-1「街路樹現況調査及び街路樹台帳修正業務実施要領」に基づき実施するもの
とする。 

 
６ 打合せ協議 
  打合せ協議は、初回、中間時１回、納品時の計３回を標準とするが、本市又は受注者が協議

の必要があると認めた場合には、それぞれ実施に応じるものとする。 
 
７ 成果品 

  本業務の成果品は、次のとおりとし、各 2 部とする。 
  なお、納品にあたっては、エラーがないことを確認した後、ウィルス対策を実施したうえで

提出すること。 

⑴ 街路樹台帳（A3 版） 
⑵ 街路樹台帳電子データ（CD-R を原則とする） 

 

 
８ 貸与品等について 
  本業務において、次の資料を貸与する。 

  ・街路樹台帳（Excel データ）及び路線図（位置図・平面図） 
 
９ 報告事項等 

⑴ 受注者は、契約締結後速やかに、所定（公園緑地等維持管理標準仕様書（令和８年１月
改定））の業務着手届及び実施計画書を提出し、本市の承認を受けること。 

  ⑵ 受注者は、契約約款第 8 条に定める現場責任者について、所定の現場責任者届により、

本市へ提出すること。また、現場責任者に変更が生じた場合は、直ちに所定の現場責任者
変更届を本市へ提出すること。 

  ⑶ 受注者は、業務が完了したときは、所定の業務実施報告書を本市へ提出すること。 

  ⑷ 現地調査の際、倒木や枯れた樹木等を発見した場合は、倒木等調査報告書（様式１）に
位置図及び写真を添付して本市職員に報告すること。  

  ⑸ 作業写真については、幹周の計測状況について、路線ごとに１か所程度を公園緑地等維

持管理標準仕様書（令和８年１月改定）に基づき撮影し、報告すること。 
 
10 その他 

⑴ 受注者は、業務の目的を十分に踏まえ、本市職員と緊密に連携をとりながら本業務を進
めるものとする。 

⑵ 本仕様書に記載のない事項や疑義が生じた事項については、本市職員と協議の上、その指

示に従うこと。 
  ⑶ 受注者は、本業務履行に際して知りえた秘密を他に漏らしてはならない。 



 

 

街路樹現況調査及び街路樹台帳修正業務実施要領 

 

１ 目 的 

この要領は、中区内街路樹現況調査及び街路樹台帳修正業務（８－１）（以下「本業務」という。）

を円滑かつ効果的に実施するために必要な事項を定めることを目的とする。 

 

２ 業務の内容 

業務の内容は、次のとおりとする。 

⑴ 実施場所 

  中１区駅前吉島線ほか７５路線（延長 ２３.３ｋｍ） 

⑵ 実施期間 

    契約締結の日から１００日間 

⑶ 実施内容   

 

項 目 内     容     等 

作業準備 
調査対象箇所ごとに街路樹台帳及び路線図を整理し、現地踏査を行い、街

路樹の変化を把握するとともに、調査計画を立てる。 

現地調査 

 広島市中区内の街路樹における次の項目について、現地の調査を行う。 

区 分 内     容 

高木 
植栽区分※１、樹種名※１、葉種区分※１、管理区分※２、桝除草
※１、幹周※３ 

※１ 植栽区分及び樹種名、葉種区分に誤りがないか適宜確認する。また、

桝除草においては、樹木撤去後に桝がアスファルト等により覆われて

いる等、除草の必要性について確認すること。 

※２ 管理区分は事前に本市担当者に確認すること。 

※３ 幹周の計測については、公園緑地等維持管理標準仕様書（令和８年

１月改訂）に基づき調査すること。 

台帳作成 

 現地調査により収集したデータを基に、次の作業を行う。 

１ 街路樹台帳の更新 

⑴ 既存の街路樹台帳（エクセル）※４について、現地調査を基に、修正、

更新を行う。 

⑵ 規格（幹周）について、幹周１２０ｃｍ未満は３０ｃｍ刻みになるよ

う細分化し、現地調査を基に修正する。 

⑶ 撤去済みのものと枯死（立ち枯れ）しているものは区別すること。 

※４ 街路樹台帳の入力方法については、別紙-２のとおりとする。 

  

別紙-1 



 
様式１ 

 広島市長 様 
 

○○会社 
 

次のとおり報告します。 
 
 

倒木等調査報告書 

 

項  目 内    容 

１ 路線名  

２ 場 所  

３ 倒木等

の状況 

№ 樹種等 大きさ・規模等 状  況 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８    

９    

10    

11    

４ その他 

 

※ 樹木等とは、高木、中低木、地被類、芝をいう。 
※ この報告書には、位置図、写真を添付すること。 



1 

 
 
 
 

街路樹台帳入力説明  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広島市 

別紙-２ 



2 

基本的な入力方法は、別紙-３の表を参照して下さい。ここでは、入力時の注

意点を記載します。 
 
１ 文字様式 
  全て半角で入力して下さい。 
 
２ 樹種名 
  樹種名を間違うと間違った結果が出る恐れがあります。採用樹種名一覧表を

参照して樹種名を統一して下さい。 
  高木欄の樹木が枯れている場合は、樹種名に「枯」と入力してください。ま

た、樹木が撤去済みの場合は「撤去済」と入力してください。 
 樹木撤去後に植樹桝内が舗装され、桝除草が不要となっている場合は、桝除

草コードを削除するとともに、除草欄及び緑化延長を削除してください。 
 



 



 



 



 



 



街路樹台帳入力規則表

※着色セルの項目が、本業務における確認・更新の対象

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ AD AE AF AG AH AI AJ AK AL

高木(R8)

区名 路線区分 区域区分 植栽区分 樹木区分 樹種名 葉種区分 管理区分 規格 桝除草 樹木間距離 樹種名 管理区分 除草区分 幅（Ｗ） 延長（Ｌ） 面積（Ａ） 緑化延長 図面番号 自 至 植栽パターン 樹高 枝張り 幹周 幹周

ｍ ｍ ｍ ㎡ ｍ ｍ ｍ ｃｍ ｃｍ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

区名・・・（Ａ） 植栽区分・・・（Ｄ） 葉種区分・・・（Ｇ） 桝除草・・・（Ｊ）

コード コード コード コード

1 1 1 1

2 2 2 2

3 3 99 99

4 99

5 管理区分（高木剪定）・・・（Ｈ）

6 樹木区分・・・（Ｅ） コード

7 コード 1

8 1 2

2 3

路線区分・・・（Ｂ） 3 4

コード 4 99

5

99 規格（幹周）・・・（Ｉ）

コード

区域区分・・・（Ｃ） 樹種名・・・（Ｆ） 1

コード コード 2

  1～100 3

201～300 4

401～500 枯 5

601～    撤去済 6

99

※コード修正あり

その他

植樹帯

分離帯

　　　採用樹種名一覧表を
　　　標準とする

植栽区分

夏期のみ

緑地帯

その他

路線図より

冬期のみ

枯死の場合

撤去済の場合

樹種名

90～120未満

その他

60～90未満

夏期・冬期

その他

180以上

120～180未満

安佐南区

除草

安佐北区

なし

30～60未満

西区

地被類

南区

低木

手抜き常緑樹

手刈り落葉樹

その他その他

桝除草

区域番号

路線名

路線コード表より

区名

樹木区分

規格（幹周㎝）

東区

中木

管理区分

中区

高木

30未満

葉種

安芸区

佐伯区

高木 除草（裸地） 高木(H23)

桝除草を削除したら、この内容も削除する
桝
除
草
を
削
除
し
た
ら
、
こ
の
内
容
も
削
除
す
る

【補足】

樹種名(F)が「枯」又は「撤去済」

の場合、葉種区分(G)、管理区分

(H)、規格(I)は、空欄とする

別紙－３

事前に市担当者に確認する

樹木撤去後に舗装されている等により
桝除草が不要となっている場合は、空
欄とする

列の追加

（参考に、以下のセルに新コード
対応の数式を入力しています）




